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問題関心
岸本・増田(1989)

・日本の大学生の80％「自分はシャイである」

・そのうちの80％「シャイは問題だ」

シャイであることで、対人関係に悪い影響が出ている可能性

菅原(1998)

・シャイネスの主要な要素は「対人不安」と「対人消極」

・これら2つは異なる因子として抽出できる
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目的

シャイネスを「不安」「消極」の2側面から捉え、友人関
係に及ぼす影響を検討する

具体的には以下のような点

・現在どのような友人関係を築いているか

・どのような友人関係を理想としているか

・友人関係のネットワークの大きさに差があるか

・友人関係に関する悩みを抱えているか

・自分自身のことをシャイだと感じているか
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方法

女子大学生を対象に、質問紙によるアンケート調査を
実施

調査時期：2010年7月～10月

 150人に配布し111部回収

有効回答数は98部であった
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シャイネスの因子分析結果

シャイネスは「不安緊張」と「消極」の2要素に分けることが
できた。→菅原(1998)とほぼ一致

不安緊張：人と接する際の緊張や不安

・人に話しかけるのは緊張する

・初めての人間関係の場ですぐに打ち解けられない、等

消極：行動の消極性

・友人と積極的にかかわることが少ない

・いろいろな人間関係の場に顔を出すことが少ない、等

シャイネス
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消極性が友人関係に及ぼす影響＜平均値＞
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消極性が友人関係に及ぼす影響＜平均値＞
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消極性が友人関係に及ぼす影響
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消極性が高い

現在、グループ行動を
していない

現在、深く親密な友人関係を
築いていない

深く親密な友人関係を
理想としていない

一緒に遊びに行く
友人が少ない

悩みを相談する
友人が少ない

消極性の高い人は、友人関係の悩みを抱えていた

友人関係の悩み

友人関係の悩みとの
関連はみられなかった

自分自身はシャイだと思うか、との関連は見られなかった



不安緊張が友人関係に及ぼす影響＜平均値＞
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不安緊張が友人関係に及ぼす影響

10

不安緊張が高い

現在、友人の目を気にする
友人関係を築いている

グループ行動をする友人関係を
理想としている

友人関係の悩みの大小とは関連がみられなかった

自分自身はシャイであると思う



結論

友人関係に及ぼす影響が大きいのは「不安緊張」より「消極」

消極性の高い人は、友人関係の悩みを多く抱えている

友人関係において、消極性が高いことは問題となりうる
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さいごに

友人関係において、消極性が高いことは問題となりうる

不安緊張は高いが消極性は低い

友人関係に問題は生じない

不安緊張は高くても消極性を低くする

友人関係の問題は軽減する
シャイネス
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さいごに

自分はシャイだと思う（意識） 消極性（友人関係で問題）

自分はシャイであると思っている人の中には積極的な人もいる

シャイだと思っていても、積極的に行動できれば問題ない

不安緊張
（内面）

シャイだと思う
（意識）

消極性（行動面）

問題となりうる

問題にはならない


